
ー
l
　
ノ
l

<
>
　
:
'
i

I
.
}
　
'
Jffl

古
典
学
習
指
導
の
反
省
と
課
題

じ
　
め
　
に

-
卜
・
ト
伊
勢
物
語
2
3
・
.
2
 
4
段
の
受
容
の
実
態
を
中
心
に
一
「

昭
和
五
七
年
.
1
1
万
.
:
・
広
島
県
立
高
陽
高
等
学
校
空
学
年
二
級
(
男
店
名

・
女
4
5
名
)
を
鮮
象
に
'
・
6
勢
物
語
㌶
段
と
別
段
に
と
り
-
む
械
会
を
得
た
。

高
校
生
の
古
典
ば
な
れ
が
淘
題
牝
き
れ
て
い
る
筑
在
'
高
校
-
年
生
が
古
典
を

ど
の
、
よ
う
に
受
ガ
と
め

を
芋
が
か
り
に
t
 
t
t
!
>-のーて~

い
る
か
'
学
習
後
に
実
施
し
た
ア
ソ
ケ
-
ト
の
整
理

実
意
を
明
ら
か
に
L
t
わ
た
く
し
の
古
典
学
習
指
導

に
つ
い
て
の
'
い
-
つ
か
の
反
省
と
課
題
を
ま
と
め
て
み
た
い
㌣

ニ
u
盟
m
s
s
m

一

〇
億
導
対
象
・
鹿
島
県
蔓
南
陽
高
等
学
校
第
l
学
年
.
1
1
級
(
A
級
男
㌶
名
・

∵
女
か
名
へ
;
p
a
政
男
㌶
名
・
女
㌶
名
)

Q
指
導
時
期
∵
5
7
年
1
2
月
(
5
時
間
を
使
用
)
I

O
指
導
教
材
　
第
1
学
習
社
L
.
高
等
学
校
国
語
e
　
理
解
蔚
F
j
冨
文
)

伊
勢
物
語
'
筒
井
筒
　
(
「
河
内
へ
も
行
か
ず
な
り
に
け
り
」
ま
で
)
へ
あ
づ

TU弓省
文
入
門
(
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
・
児
の
そ
ら
寝
)
へ
愛
の
か
た
ち
・
.
(
竹

.
訂
'
蝣
J
t
u
・
・
:
　
n
　
　
　
の
お
い
た
サ
:
蝣
)
　
に
つ
,
蝣
*
'
'
;
'
で
ふ
ぜ
・
?
'

・
伊
、
-
東
ニ
∴
工
武
㌦
二
滋

H
　
日
野
.
.
次
.
の
四
つ
の
月
腰
を
漉
て
た
。

1
　
伊
勢
物
語
の
愛
の
憧
界
に
ふ
れ
へ
そ
の
美
し
さ
を
理
解
す
る
。

2
　
男
女
の
愛
に
つ
い
て
の
思
い
を
深
め
へ
人
間
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え

W
S
S
M

3
　
口
語
訳
で
は
味
わ
え
な
い
古
文
表
現
の
微
妙
な
一
=
ア
ソ
ス
を
味
読
す

E*S

4
・
古
語
へ
の
関
心
・
理
解
を
深
め
る
。

c
　
　
止
点
-
i
<
3
王
占
.
'
¥
i
V
T
-
t
-
-
し
た
。

1
.
藤
原
与
一
先
生
の
読
解
の
三
段
階
法
を
適
用
す
る
。

①
　
素
材
読
み
-
時
・
所
・
登
場
人
物
・
事
件
を
検
討
し
、
整
理
す
る
。

◎
.
文
法
読
み
　
文
章
の
流
れ
・
構
成
を
明
確
に
す
る
。
.
:

一190

・
㊥
_
.
表
現
読
み

助
動
詞
へ
　
「
き
」
と
「
け
り
」
の
ち
が
い

係
結
び
法
「
こ
そ
」
・
u
r
ぞ
」
ゐ
ち
が
い

反
復
総
統
の
助
詞
「
つ
つ
」
の
確
認
.

次
の
表
現
に
留
意
す
.
O
。

・
T
J
　
け
り
　
(
」
Z
*
」
i
:
i
i
)
　
r
/
'
O
i
-
'
.
に
は
用
)

き

育
男
あ
り
け
り

(
直
接
体
験
)
和
歌
に
使
用
。



瀕
倍
に
か
け
a
　
-
.
雲
こ
判

・

ノ

l

助
動
詞
「
け
り
」
に
こ
め
ら
れ
た
空
軍
・
r
皇
」
と
r
r
廿
。
」
の
使
い
分

*
(
~
.
h
-
-
i
p
「
た
」
L
y
-
i
し
て
・
,
蝣
^
-
i
r
-
^
i
i
は
-
v
u
r
.
ん
L
J
J
た
誓
薄
り
V
?

あ
る
~
こ
と
。
)
・

㊤
男
は
こ
の
女
を
割
得
響
思
-
ォ
*
'
-
女
は
こ
の
男
を
意
ひ
f
f
,
親
の

ぁ
は
す
.
J
机
ど
も
t
 
S
-
i
i
P
X
t
i
f
t
z
.
桝
K
>
-

妻
に
す
る
に
は
絶
対
に
こ
の
女
で
な
ぐ
て
替
ら
な
い
と
す
る
男
の
憩
い
思

い
。
男
を
ず
っ
と
思
い
う
う
け
る
女
の
内
に
秘
め
た
激
し
い
苧
竺
段
の

女
の
行
為
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
。

e
ぁ
ら
た
ま
の
年
の
三
年
を
待
ち
わ
び
て
た
だ
こ
よ
ひ
劃
新
枕
剤

相
恩
は
で
離
れ
ぬ
る
人
を
と
ど
め
か
ね
わ
が
身
は
今
朝
消
え
果
て
ぬ
叫
利

3
9
ロ
で
は
憲
い
'
「
こ
H
t
i
A
馨
し
い
-
K
J
J
!
v
-
J
い
^
T
,
l
:
l
宗
2
>
o
」
)

命
晋
蔓
る
こ
A
J
'
な
ぜ
き
の
う
に
鳥
っ
七
き
て
-
れ
な
か
っ
た
の
か

志
う
妻
の
夫
へ
の
恨
み
、
自
己
の
運
命
へ
の
菅
み
が
「
こ
そ
」
に
こ
め

ら
れ
て
い
る
。

蝣
'
蝣
r
r
i
y
j
に
元
・
、
ル
で
い
'
t
-
I
*
T
は
t
・
5
ら
な
い
y
c
*
;
p
.
㌫
「
<
¥
'
.
¥
V
.
こ
Q
.
.
0

九
て
い
t
n
-

ォ
　
8
学
」
n
J
Q
‥
1
G
悠
裏
t
f
&
i
'
-
 
'
-
f
c
'
)
一

-
*
」
"
溜
蝣
l
o
f
j
i
'
^
'
j
u
]
蝣
:
蝣
.
 
>
な
・
:
/
'
‥
>
J
-
C
*
A
t
"
-
*
]
-
-
昌
・
;
K
-
i
-
J
W
!
X
、
j
'
J

せ
る
。
　
　
　
　
　
へ
.
I

'

蝣

蝣

　

:

.

!

3
　
生
S
i
O
S
S
i
'
S
J
公
告
I
f
A
,
つ
に
W
.
f

・
・
1
感
想
メ
・
走
の
作
成
'
ア
ソ
ケ
-
ト
法
の
活
用
。

4
ソ
轟
-
機
会
を
多
く
も
つ
。

⊥
'
=
・
＼
こ
と
に
ト
肯
H
-
;
-
¥
r
を
　
寧
日
に
す
己
言
;
C
-
p
9
¥
J
よ
f
f
蝣
蝣
・
代

文
は
受
ろ
ん
古
典
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
書
か
せ
る
こ
と
は
必
要
で

ー
あ
ろ
う
。
・

5
 
、
~
ノ
」
ト
指
導
に
留
意
す
る
。

ロ　ト,.,,,r;,iiK-

T
▲

(
導
入
)
∴

1
伊
勢
物
語
に
つ
い
て

;
^
c
i
.
ォ
Q
も
の
烹
茸
に
m
E
・
に
J
J
-
0
2
'
3

①
愛
情
の
書
で
あ
る
こ
と
。
(
注
2
)

⑧
愛
惜
を
無
視
す
る
藤
原
専
制
政
治
へ
の
批
判
の
書
で
あ
る
こ
と
。

(
注
3
)

◎
歌
物
語
で
あ
る
こ
と
。

(
展
!
s
e
>

・
-
蝣
'
・
{
'
蝣
"
'

.
[
'
"
蝣
)
;
'

)
享
蝣
蝣
蝣
)

r
x
&
踏
「
ト
へ
㌶
:
i
4
-
-
;
;
'
†
ハ
喜
:
-
.
:

(
生
i
J
)
↓
・
・
J
-
1
-
'
1
ハ
一

4
構
成
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Ⅱ

　

2

3

段

①
　
幼
な
な
じ
み
の
変

◎
大
恕
如
幣
酢
の
貰

◎
.
二
河
内
の
女
性
-
省
略
)

転
n
n
n
s
i

E
S
S
巳

◎
夷
と
妻
の
別
れ
㌧
・
幼
れ
倍
し
み
て
行
き
け
る
ま
ま
に
U

◎
　
夫
の
帰
宅
-
夫
の
大
き
な
変

◎
・
.
 
・
妻
の
絶
命
-
妻
の
悲
し
み



Ⅴ

5
　
内
容
の
整
理

素
材
読
み

.
(
ま
と
め
)
.
.

;

　

二

'

^

1

1

∴

;

-

*

(

?

-

'

ノ

、

'

蝣

)

　

　

∴

・

教
科
書
の
学
習
の
手
引
き
の
嶺
討

(
口
許
訳
プ
リ
ン
ト
配
布
(
瞥
4
の
も
の
)
_
V
I
生
徒
に
大
変
役
立
っ

4
i
;

7
　
読
後
の
感
想
⊥
感
想
メ
モ
用
紙
使
用
)

(
ノ
」
ト
売
出
)
・
-

注
l
e
・
㊦
に
つ
い
て
は
へ
小
学
館
サ
.
-
ビ
ス
「
国
語
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第
1

巻
8
号
(
S
年
1
1
月
号
x
<
-
〝
何
の
た
め
の
文
法
教
育
か
″
・
に
述
べ
た
。

2
　
校
-
;
i
 
v
ハ
　
B
.
-
-
Z
.
Z
?
!
　
丁
テ
・
丑
　
山
=
一
"
i
'
-
j
p
:
.
x
-
-
・
I
-
I

由
3
・
_
 
8
　
弘
文
堂

3
　
池
田
_
勉
　
伊
勢
物
語
　
庇
城
国
文
学
会
編
文
芸
読
本
M
r
.
"
?

略
乃
・
7
　
市
ヶ
谷
出
版
社

(
第
二
学
期
期
末
テ
ス
ト
1
2
/
　
)

ア
ツ
ケ
-
寸
作
成
*
r
4
¥
i
H
-
・
・
!
-
!
-
N
t
H

〟
甘
勢
物
語
.
 
'
二
三
段
・
二
四
段
を
学
習
し
て
〟

_

l

4
　
池
田
　
勉
　
伊
勢
物
語
の
新
解
釈

・
・
昭
3
・
n
　
有
精
堂

い
ず
れ
も
高
校
生
の
古
典
鑑
賞
に
役
立
つ
書
物
で
あ
る
。

ノ
」
ト
、
指
導
は
次
の
よ
う
に
行
な
っ
た
。
1
女
生
徒
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

一二192

・
i
C
.
づ
さ
り

t

　

　

　

　

よ

・

r

t

と

…
・
-
^
-
蝣
」
,
片
目
i
-
.
V
'
S
:
.
蝣
'
・
^
C
-
:
:
"
:
:
-
-
i
蝣
'
L
H
.
I
I

い
っ
て
　
　
　
ん
　
惇
　
　
　
詣
瑚
っ
て
こ
倍

て
[
・
別
れ
借
し
み
て
行
き
け
る
ま
ま
に
'
三
年
来
ざ
り
け

っ
た
の
で
　
　
っ
つ
け
倍
騒
け
化
h
　
・
た
い
そ
,
し
ん
せ
つ
に
　
い
い
よ

州
ば
'
待
ち
わ
P
た
り
け
る
に
'
小
と
ね
む
ご
ろ
に
言
ひ

っ
夫
に
.
　
「
今
蓬
挿
し
己
よ
,
」
鐙
し
ほ
.

研
創
人
に
、
「
こ
よ
ひ
あ
は
む
。
」
と
契
り
た
の
け
る
に
'

片
田
舎

l

男
の
宮
仕
え

深
い
愛
情

妻
と
の
別
れ

、
(
経
済
的
な
破
綻
'
貧
乏
)

‥

・

・

　

・

)

　

.

(a)莞(
↓

わ
び

(
 
＼
経
済
的
困
窮

た
り
け
る
に



夫
が
姉
っ
て
来
ま
し
た

こ
の
男
来
引
引
。
f
k
J
Q
I
畳
黒
酢
へ
.
」
と
た
た

い
た
け
れ
ど
　
ぁ
け
な
い
で
　
　
　
　
上
ん
で
だ
し
ま
し
た

、
'
"
-
'
-
*
-
二
P
)
,
&
<
・
'
心
}
蝣
!
蝣
)
ま
て
.
 
'
蝣
i
'
-
^
-
i
i
^

(
　
　
　
強
め
の
助
詞

_
騒
h
厄
b

研
劃
Q

(3年)2ー

枕
詞

蝣
サ
Q
ォ
i
サ
た
ま
の
年
の
三
年
を
待
ち
わ
び
て

た
た
こ
A
>
a
>
j
>
¥
蝣
;
蝣
.
 
-
」
!
訂

敬
を
だ
し
L
J
と
こ
ろ

と
言
ひ
い
だ
し
た
り
け
れ
ば
'

序
同

・

蝣

・

s

V

y

s

v

^

r

r

i

z

i

?

:

‡

蝣

'

蝣

;

.

:

!

蝣

'

た
1

わ
か
せ
へ
し
)
が
ど
と
う
る
は
し
み
せ
よ

巧
切
に

い
と
ね
む
ご
ろ
に
言
ひ
ガ
る
人

こ
上
5
*
ォ
ォ
t
i
O
 
U
.
 
-
i
v
L
・
>
.
;
.
.
 
-
.
)

結
婚
の
約
束
・
,

男
の
帰
宅戸

を
た
た
く

①
　
妻
の
歌

た
だ
こ
よ
-
J
>
.
1
そ
:
'
.
蝣
:
」
!
ハ
f
¥
-

ノ
困
り
は
て
た
気
持
'
途
方
に
く
れ

(と
ま
ど
い
、
海
乱

夫
へ
の
恨
み

◎
　
夫
の
歌

わ
が
せ
L
が
ど
と
う
る
は
し
み
せ
よ

'
-
 
'
-
'
,
0
-
 
'
'
い
z
*
'
2
う
　
ポ
ー
w
*
A

・

蝣

V

　

:

^

Q

^

昔
よ
り
心
は
君
に
寄
り
に
し
も
の
を

夫
へ
の
愛
情

夫
を
ひ
き
と
め
る

3
　
妻
の
絶
命

③
　
妻
9
辞
世
の
歌
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?
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¥
吋
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=
'
害
し
)
畏
C
^
Y
K
-
け
　
i
l
^
.
1
-
,
,
-
;
^
-
.
し
套
・
㌧

よ
う
に
ま
と
め
た
。



所時人

伊
勢
物
語
二
三
段
と
二
四
段
の
比
故
読
み
(
板
董

伊
勢
物
語

筒
井
筒
　
(
2
3
段
)

無
償
の
愛
惜

妻
の
自
己
犠
牲
に
よ
る
献
身
的
な
変

純
愛
の
.
*
界

女-男

け
r
Q
を

田
舎
わ
た
ら
ひ

.

　

　

‥

"

.
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0

-

;

1

-

1

一

こ
り
蝣
h
'
O
i
t
i
t
i
'
得
7

強
い
愛
情

ia
件

2 (1)

と
の
男
を
と
恩
ひ
っ
つ

(
町
内
の
国
,
高
安
の
部
秒
女
-
新
し
い
女
)

'
,
'
・

蝣
'
<
'
蝣
}
'
:
・
'
代

lI
-
,
-
¥
・
'
i
S
・
'
蝣
三

あ
ひ
に
け
り
　
(
結
婚
)

(
経
済
的
破
綻
)

夫
の
安
否
を
気
づ
か
う

(帯封-. '-L'*:̂
l>::CttL(i!jrD

/
(⇒か

な
し
　
(
愛
)
・
.

ゝ
づ
蝣
y
j
り
　
(
r
サ
n
;
)

夫
の
妻
の
幸
せ
を
軍
っ
'
大
き
な
愛
惜

深
い
愛
の
仕
界

普

け
り

片
田
舎

・
t
/
'
*

I
I
.
蝣
蝣
,
.
蝣
:
ニ
ご
・
.

夫
,
,
,
、
,
,

深
い
愛
情

(
ね
む
ご
ろ
に
言
ひ
け
る
人
-
新
し
い
男
)

V

.

∵

)

'

,

蝣

*

'

妻
へ
の
広
い
深
い
愛
情

妻
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幸
せ
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願
う

E
l
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し
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)
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-
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結
果
.
I
(
ッ
ピ
ー
エ
ソ
ド

・
夫
を
ひ
き
と
め
る

悲
劇
~
・

ま
去
り
妻
は
絶
命

読
後
の
感
想
は
t
.
次
の
寸
っ
な
短
作
文
の
用
紙
に
自
由
に
書
か
せ
た
。
.

&
サ
'
ォ
a
眉
を
良
明
由

1
K
B
溜
　
l
 
。
r
e
s
s

氏
名
　
向
井
　
轟
司

K-..骨.iアi¥
T
年
.
三
血
　
三
番

氏
名
　
井
朗
　
表
意

ま Ij と た

る さ ち 9

作 ら .せ 打 サ

晶 で 1 . 井 ォl

だ 紘 揺 挿 臣

と

*

じ

4

・3

て

で .

は

,を-

lt息

つ fc 】草 ん

た *>!

つ

め

ft で

い

る

I,

て

B t

と

形 ・ い は

守 が る 美

R

n

と

て

互

い

男

め

く

し

丁

...た

と

て
庄

I旦

l- 王
が

良

c い

と ち

じ

ら

し

く

且
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に

て

s

か

1 ? 蝣a

ち た

求

当

衣

5 s た

蝣K . li し

Lを. て こ

の a の

第
五
時
限
へ
次
の
よ
う
な
ア
ン
丁
ト
用
紙
に
記
入
を
求
め
た
o
生
徒
は
熱

心
に
'
太
気
で
記
入
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
,
そ
・
甲
二
例
を
紹
介
す
る
。

伊
勢
物
語
二
三
段
・
二
四
段
を
学
習
し
て
　
　
S
-
2
-
S
(
木
撃

1
-
M
-
三
　
　
　
芳
怒
　
i
i
-
^
i
;
,
:
;
-
丁

蝣
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盲
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広
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瓜
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ォ
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㌶
段

U
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:
W
;
.
 
!
.
し

記
せ
。
.

ア
　
大
変
感
動
し
た
・

⑳
　
感
動
し
た

別
段

7
　
感
銘
皮

㊦
　
大
変
感
動
し
た

イ
　
感
動
し
た



ウ
t
感
動
し
な
か
っ
た

理
由

昔
に
も
あ
ん
な
メ
ロ
ド
ラ
マ

的
な
変
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
な

か
っ
た
か
ら
。

二
　
理
解
度
　
○
印
を
施
し
理
由
を

記
せ
。
一

丁
　
x
:
-
-
つ
　
て
*
m

⑦
　
だ
い
た
い
理
解
で
き
た

-
-
;
Z
¥
-
J
・
w
か
づ
と

理
由
　
　
　
　
　
.

話
の
す
じ
が
理
解
で
き
た
。

三
　
効
用
　
○
を
施
し
理
由
を
記

せ
。

学
習
し
て
よ
か
っ
た
か

㊦
　
は
い
　
　
イ
　
い
い
え

理
由

人
を
信
じ
る
こ
と
が
含
ま
れ

て
い
た
か
ら
。

ウ
'
蝣
'
i
f
:
;
し
な
か
っ
た

理
由

四
　
学
習
上
困
っ
た
こ
と
、
三
つ
挙
げ
よ
。

ア
　
語
句
の
意
味
が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

最
後
は
結
ば
れ
る
と
思
っ
て

イ
　
読
み
が
む
ず
か
し
か
っ
た
。

い
た
の
虹
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
.

ウ
　
板
書
の
字
が
小
さ
く
て
み
え
に
-
か
っ
た
こ
と
。

五
　
疑
問
点

二
　
理
解
度

ア
　
よ
-
理
解
で
き
た

⑦
　
だ
い
た
い
理
解
で
き
た

ウ
　
理
解
で
き
な
か
っ
た

理
由

な
ぜ
化
粧
を
し
た
の
か
。

六
　
登
場
人
物
に
つ
い
て

板
書
に
書
か
れ
て
い
た
の
で

男
　
昔
は
あ
ん
な
に
こ
の
女
こ
そ

と
思
っ
て
い
た
の
に
'
結
婚
す

三
　
効
用

学
習
し
て
よ
か
っ
た
か

㊦
　
は
い
　
　
イ
　
い
い
え

瞥
由

る
と
新
し
い
女
を
つ
-
る
な
ん

て
考
え
ら
れ
な
い
。

女
　
新
し
い
女
を
つ
-
ら
れ
て
も

何
も
言
わ
ず
に
送
り
出
す
と
こ

話
が
と
て
も
よ
か
っ
た
か

ろ
な
ど
に
は
感
動
し
た
。

七
　
感
想

五
　
疑
問
点

夫
が
宮
仕
へ
に
い
っ
て
三
年

目
に
ち
ょ
う
ど
新
し
い
男
が
で

き
た
こ
と
。

六
　
登
場
人
物
に
つ
い
て

男
　
な
ぜ
も
っ
と
は
や
-
帰
っ
て

-ー196

き
て
あ
げ
な
か
っ
た
の
か
、
手

紙
ぐ
ら
い
だ
せ
ば
い
い
の
に
と

女
　
古
い
夫
と
新
し
い
男
と
の
問

に
悩
み
な
が
ら
も
、
夫
を
追
い

か
け
る
す
が
た
に
感
動
し
た
。

七
　
感
想



最
後
は
ま
た
元
の
よ
う
に
仲

よ
く
な
ら
て
よ
か
っ
た
。
あ
の

ま
ま
で
は
女
の
方
が
か
わ
い
そ

う
で
た
ま
ら
な
い
。

指
の
血
で
歌
を
か
い
た
と
こ

ろ
は
1
ま
た
1
段
と
胸
が
ジ
I

ソ
と
し
た
。
.
な
ぜ
夫
に
追
い
つ

㊦
・
大
変
感
動
し
た

イ
　
感
動
し
た

ウ
　
感
動
し
な
か
っ
た

理
由

か
な
か
っ
た
の
か
と
作
者
を
う

>
'
.
(
:
 
'
O
 
o
」
二
蝣
f
i
o
工
刈

ら
み
た
-
な
っ
て
く
る
。

す
る
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い

(
ま
と
め
て
)

ぐ
ら
い
の
深
い
愛
情
に
感
動
し

と
て
も
い
い
へ
こ
う
い
う
話
を
古
文
で
よ
ん
で
み
る
の
も
な
か
な
か

だ
と
思
う
。

八
　
誉
^
n
j
u
-
>
-
 
'
-
>
-
)
;
:
蝣
芸
し
・
:
-
,
 
*
,
・
*
・
た
　
　
(
?
,
)

そ
の
理
由女

が
最
後
、
・
劇
的
な
場
面
で
死
ん
で
い
く
の
が
,
と
て
も
感
動
し

二
　
理
解
度
　
○
田
を
施
し
理
由
を

記
せ
。

ア
　
よ
-
理
解
で
き
た

⑦
　
だ
い
た
い
理
解
で
き
た

ウ
　
理
解
で
き
な
か
っ
た

理
由

九
伊
勢
物
語
の
こ
の
よ
う
な
段
を
も
っ
と
読
ん
で
み
た
い
か
。
㊦
は
い

イ
い
い
え

伊
勢
物
語
二
三
段
・
二
四
段
を
学
習
し
て
　
　
5
・
誓
1
8
三
唱
)

一
年
　
六
組
　
二
三
番
　
氏
名
井
上
　
英
美

活
用
形
が
少
し
あ
や
ふ
や
だ

っ
た
け
れ
ど
t
だ
い
た
い
理
解

で
き
た
。

2
3
段
,

I
 
i
*
n
に
　
C
U
L
'
K
-
i
‥
,
-
i
i
.
,
 
-
-
E
<
-
J

記
せ
。

c
J
L
_
i
.

1
　
感
銘
度

三
　
効
用
　
○
を
施
し
理
由
を
記

K
3
i

学
習
し
て
よ
か
っ
た
か

㊦
　
は
い
　
イ
　
い
い
え

ア
　
大
変
感
動
し
た

(
z
.
<
-
・
-
・
王
た

ウ
　
感
動
し
な
か
っ
た

理
由
'
,愛

し
合
っ
て
い
る
の
に
'
愛

は
実
ら
ず
悲
し
-
終
わ
っ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
を
考
え
さ
せ
ら
れ

二
　
理
解
度

ァ
　
よ
く
理
解
で
き
セ

⑦
　
だ
い
だ
い
理
解
で
き
た

ウ
　
理
解
で
き
な
か
っ
た

理
由
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文
中
に
出
て
-
る
言
葉
(
の

意
味
)
　
が
難
し
か
っ
た
.

三
　
効
用

学
習
し
て
よ
か
っ
た
か

㊦
　
は
い
　
イ
　
い
い
え



理
由

理
由

学
習
面
で
な
-
'
生
活
的
な

文
法
的
な
事
が
だ
い
ぶ
理
解

女
　
夫
を
信
じ
て
「
い
つ
か
き
ち

心
の
あ
り
方
な
ど
に
も
勉
強
に

で
き
た
か
ら
。

な
っ
た
か
ら
。

四
　
学
習
上
困
っ
た
こ
と
'
三
つ
挙
げ
よ
。

ァ
　
最
初
難
し
い
語
句
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

イ
　
文
法
的
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

ゥ
　
課
薗
帳
が
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
こ
と

五
　
疑
問
点

五
　
疑
問
点

あ
ん
な
に
も
淀
い
愛
が
'
な

7
人
の
女
を
愛
し
た
二
人
の

ぜ
こ
わ
れ
て
し
ま
一
っ
た
`
の
だ
ろ

六
　
登
場
人
物
に
つ
い
~
て

男
　
た
と
え
貧
し
く
あ
ろ
う
と

も
'
二
人
の
深
い
愛
を
こ
わ
し

て
ほ
し
-
な
か
っ
た
。

男
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
心
境
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

六
　
登
場
人
物
に
つ
い
て

男
「
他
の
男
が
い
る
」
と
女
に
言
わ

れ
た
時
'
家
の
戸
を
無
理
矢
理

戸
を
閑
け
さ
す
こ
と
も
な
く
去

っ
て
い
っ
た
所
は
感
動
し
た
。

ん
と
帰
っ
て
-
る
」
と
信
じ
て

い
た
'
強
-
優
し
い
心
を
持
っ

た
人
は
す
ば
ら
し
い
。

七
　
感
想

女
　
き
っ
と
他
の
男
と
結
婚
し
て

も
'
ま
だ
前
の
夫
の
事
が
忘
れ

ら
れ
な
い
で
迷
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

七
　
感
想

愛
は
感
情
的
な
も
の
だ
け
で

二
人
の
愛
は
と
て
も
悲
し
い

こ
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
'

と
思
う
。
ど
ん
な
に
愛
し
合
っ

金
銭
的
な
も
の
や
物
質
的
な
も

て
い
て
も
実
る
こ
と
な
く
終
わ

の
で
こ
わ
れ
て
い
く
こ
と
は
と

っ
て
し
ま
う
か
ら
。

て
も
悲
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

(
ま
と
め
て
)人

を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
簡
単
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
,
実
際

は
難
し
い
も
の
だ
な
あ
と
思
う
。

八
　
g
3
段
と
R
;
段
と
ど
ち
ら
が
よ
か
っ
た
か
　
(
S
3
)
段

そ
の
理
由女

の
男
に
対
す
る
深
い
愛
情
に
と
て
も
感
動
し
た
か
ら
。

九
伊
勢
物
語
の
こ
の
よ
う
な
段
を
も
っ
と
読
ん
で
み
た
い
か
。
㊦
は
い

イ
　
い
い
え



二
'
授
業
の
反
省

前
記
ア
ソ
ケ
-
ト
の
学
習
上
の
困
難
点
と
疑
問
点
の
実
態
を
手
が
か
り
に
、

授
業
の
反
省
を
ま
と
め
て
み
た
い
o

ま
ず
へ
教
材
の
学
習
上
の
因
難
点
と
し
て
は
、

る
O
　
薮
字
は
人
数
)

①
　
む
ず
か
し
い
語
・
こ
と
ば
が
多
か
っ
た

◎
　
読
み
が
む
ず
か
し
か
っ
た

⑨
　
語
句
の
意
味
が
よ
-
わ
か
ら
な
か
っ
た

④
　
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た

⑤
　
口
語
訳
が
む
ず
か
し
か
っ
た

⑥
　
和
歌
が
わ
か
り
に
く
か
っ
た

①
　
内
容
が
む
ず
か
し
か
っ
た

◎
　
長
い
の
で
読
み
づ
ら
か
っ
た
・

次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

⑨
　
文
法
が
わ
か
ら
な
い
、
わ
か
り
に
く
い

ト
;
i
-
;
-
.
i
>
…
一
,
y
j
」
蝣
-
;
蝣
:
蝣
'
.
」
-
*
ォ
w
*
:
.
り
1
)

30　4 131310111313　7

ら
れ
て
い
な
い
。
次
の
よ
う
な
設
問
プ
リ
ソ
ト
を
用
意
し
て
生
徒
に
主
体
的
に

考
え
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
こ
こ
,
,

①
　
「
お
と
な
に
な
り
に
け
れ
ば
'
男
も
東
も
恥
ち
か
は
し
て
あ
り
け
れ
ば
」

と

あ

る

が

'

な

ぜ

か

。

こ

,

　

　

　

　

　

　

‥

'

◎
　
「
男
は
こ
の
女
を
こ
そ
得
め
」
「
女
は
こ
の
男
を
と
思
ひ
っ
つ
」
.
に
は
'

男
と
女
の
ど
ん
な
気
持
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
。

◎
男
と
女
の
贈
答
歌
は
ど
ん
な
こ
と
を
い
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

語
い
指
導
も
重
要
語
旬
の
指
導
を
も
っ
と
徹
底
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
例
え
ば

2
3
段
で
は
、

①
　
「
男
」
と
「
女
」
　
(
固
有
名
詞
を
使
っ
て
い
な
い
)
1
愛
の
世
界
に
用

い
る
こ
と
ば
'
「
男
」
と
「
女
」
の
本
質
を
示
す
。

◎
　
「
恥
づ
」

品
詞
の
識
別
T
)
活
用
(
7
)

助
動
詞
(
5
)
係
結
び
の
法
則
(
3
)

予
想
以
上
に
言
語
的
抵
抗
が
大
き
い
.
意
味
を
中
心
に
①
き
め
細
か
な
読
み

の
指
導
⑧
語
い
指
導
⑧
口
語
訳
の
指
導
④
和
歌
の
指
導
⑤
内
容
の
指
導
⑥
文
法

の
指
導
が
必
要
で
あ
っ
た
。

口
語
訳
,
傍
注
へ
謡
い
、
文
法
、
内
容
に
つ
い
て
の
設
問
な
ど
の
プ
リ
ソ
ト

V
'
-
 
-
'
-
・
-
し
、
　
川
,
-
!
・
蝣
<
・
-
;
・
:
:
蝣
'
.
 
"
:
一
?
^
'

2
3
段
秒
幼
な
じ
み
の
愛
へ
の
反
応
も
期
待
し
た
よ
う
に
ア
ソ
ケ
-
ト
で
窄
凡

①⑨⑤④◎

「
妹
」
と
「
背
」
、
「
ま
ろ
」
と
「
君
」
　
(
対
立
語
)

「
あ
ふ
」
　
(
現
代
語
と
の
ち
が
い
)

「
あ
し
」
と
「
わ
ろ
し
」
　
反
対
語
)

「
う
ち
な
が
む
」
　
(
王
朝
の
物
思
い
の
姿
勢
)

「
か
な
し
」
　
憂
し
)
　
「
悲
し
」
で
は
な
い

蝣w

む
ず
か
し
い
と
す
る
語
句
を
原
文
に
則
し
て
具
体
的
に
指
摘
さ
せ
て
学
習
す

る
こ
と
を
考
見
て
も
よ
か
っ
た
。
語
い
指
導
'
表
現
指
導
の
く
ふ
う
が
い
っ

た
。授

業
上
困
っ
た
こ
と
と
し
て
は
、
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

1
　
板
書
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
1
4

字
が
小
さ
く
て
読
み
に
く
い
'
板
書
が
早
い
'
大
き
く
き
れ
い
な
字
で

ゆ
っ
く
り
書
い
て
ほ
し
い
。
・



2

尭
生
の
ス
ピ
ー
チ
が
速
い

4

な
ど
'
す
べ
て
内
容
に
関
す
る
も
の
が
示
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し

は
っ
き
り
と
わ
か
り
や
す
い
こ
と
ば
で
話
し
て
ほ
し
い

;
・
・
/
;
;
・
,
-
!
テ
ン
‥
y
^
s
-
i
-
-
i
j
-
=
{
-
.
'
:
;
-
v
つ
M
1
.
.
,
、
I
・
'

%
'

*
.
'
'
・
で
・
A
'
1
な
か
っ
た

特
に
試
験
前
に
は
早
-
な
る
の
で
困
る

口
語
訳
が
わ
か
り
貯
-
い
　
　
　
　
　
　
　
　
1
,

L
M
:
-
.
¥
j
・
サ
"
サ
,
"
X
/
j
t
-
.
¥
1
-
'
*
つ
く
り
.
'
蝣
!
し
て
ほ
し
い
*
.
O
は
蝣
Y
j
i
,
i
い
で

は
し
い
。
く
り
か
え
し
て
ほ
し
い
。
て
い
ね
い
に
教
え
て
ほ
し
い

5
・
解
説
の
こ
と
ば
が
よ
-
わ
か
ら
な
か
っ
た

や
さ
し
い
こ
と
ば
を
使
っ
て
ほ
し
い
-

6
　
先
生
の
む
だ
な
静
で
先
に
す
す
ま
な
い

ボ
イ
ン
・
L
・
を
ま
f
U
め
て
教
え
て
ほ
し
い

7
す
ぐ
に
ね
む
-
甘
る

9
　
ノ
ー
ト
整
理
が
㌢
ち
ん
と
で
き
な
か
っ
た

.

課
題
帳
が
あ
ま
サ
で
き
な
か
っ
た

23

2

2

1
0
　
時
間
的
に
余
裕
部
な
か
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
2

授
業
に
つ
い
て
の
批
町
・
要
望
も
多
か
っ
た
。
生
徒
の
こ
と
ば
を
謙
虚
に
受

l

か
と
め
て
,
.
初
心
に
か
え
っ
て
・
次
の
こ
と
を
中
心
に
基
本
的
な
指
導
技
術
を

反
省
し
へ
そ
の
向
上
を
ね
ら
っ
て
い
き
た
い
。

I
 
H
八
サ
・
.
-
,
'
-
y
　
!
Z
.
r
i
J
z
"
;
　
口
"
　
　
　
　
　
　
S
'
S
-
i
(
I
.
:
-
.
¥
:
l

ニ
;
蝣
&
蝣
;

ノ
ー
ト
法
の
指
導
に
重
点
を
お
い
て
'
生
徒
の
学
習
習
慣
を
確
立
さ
せ
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。

疑
問
点
と
し
て
′
は
'
登
場
人
物
の
心
理
と
行
動
,
筋
の
展
開
、
愛
の
あ
り
方

て
'
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

2
3
段

◎
　
愛
し
合
っ
て
結
婚
し
た
の

に
'
な
ぜ
男
は
他
抄
女
を
つ
・

く
つ
た
の
か
　
　
　
　
抑

◎
　
妻
は
ど
う
し
て
あ
の
よ
う

t
　
に
し
て
ま
で
夫
を
許
し
た
の

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

9

⑧
　
妻
は
な
ぜ
黙
っ
て
夫
を
送

・
I
り
出
し
た
の
か
.
-
m

④
　
妻
は
な
ぜ
あ
の
時
、
化
粧

し
た
の
か
・
　
　
　
　
　
肋
・

⑤
　
夫
の
安
否
を
気
づ
か
う
妻

の
気
持

⑥
　
あ
ん
な
に
深
い
愛
が
な
ぜ

こ
わ
れ
た
の
か
・
.
~
朝
.

⑦
　
な
ぜ
あ
ん
な
男
が
好
き
に

な
に
‥
.
'
・
<
り
1
-
:
　
　
、
u

⑨
　
妻
が
歌
を
詠
ま
ず
と
り
乱

し
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い

・
た
か
　
　
　
　
　
　
.
は

⑨
　
こ
.
の
後
ど
う
な
っ
た
だ
ろ

(
数
字
は
人
数
を
不
す
)

2
4
段

①
　
夫
は
な
ぜ
妻
に
た
よ
り
を

し
な
か
っ
た
の
か
　
.
固

i
T
i
　
な
i
;
'
-
,
?
つ
し
.
I
;
「
'
-
t
小
っ
て

・
こ
な
か
っ
た
の
か
　
　
　
㈲

㊥
・
妻
は
ど
う
し
て
夫
が
持
て

な
か
っ
た
の
か
　
　
　
　
9

④
　
妻
は
夫
を
愛
し
な
が
ら
な

ぜ
求
婚
に
応
じ
た
の
か
　
㈹

⑤
　
男
は
な
ぜ
立
ち
去
っ
て
い

っ
た
の
か
　
　
　
　
　
　
7

⑥
　
な
ぜ
妻
は
死
ん
だ
の
か
∵
・オハ

H
-

①
_
女
は
な
ぜ
歌
で
つ
ら
い
心
、

境
を
つ
た
え
た
の
か
　
"
脚

⑨
　
男
が
立
ち
去
る
こ
と
で
妻

を
幸
せ
に
で
き
た
の
か
.
N
.

⑨
　
夫
は
こ
の
後
ど
う
な
っ
た

.
か
'
ど
う
し
た
か
~
　
矧
,
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う
。
続
き
は
ど
う
な
る
だ
ろ

>
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

三
へ
・
受
容
の
実
態

疑
問
点
を
整
理
し
て
'
内
容
に
つ
い
て
の
設
問
を
用
意
し
て
'
グ
ル
ー
プ
で

話
し
あ
う
機
会
を
も
つ
こ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
.

物
語
の
続
き
を
創
作
さ
せ
る
作
業
を
試
み
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
・
-
・

伊
勢
物
語
2
3
・
別
段
は
、
と
も
に
'
愛
の
本
質
に
つ
い
て
考
え
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
'
む
だ
を
は
ぷ
い
た
簡
潔
な
文
章
で
あ
る
。
豊
か
な
想
像
力
を
働
か
せ

て
読
む
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
こ
に
文
学
を
読
む
楽
し
さ
が
あ
る
こ
と
を

教
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
表
現
に
即
し
た
設
問
へ
内
容
に
つ
い
て

の
設
問
を
用
意
し
て
'
古
典
を
文
学
作
品
と
し
て
鑑
賞
さ
せ
る
努
力
を
す
べ
き

で
あ
っ
た
。

生
徒
の
伊
勢
物
語
へ
の
愛
着
は
高
い
。
こ
の
よ
う
な
段
を
も
っ
と
読
ん
で
み

た
い
か
と
い
う
問
に
対
す
る
結
果
は
'
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

H
　
感
銘
度
の
実
態
.
 
'

2
3
段
・
2
4
段
と
も
感
銘
度
は
か
な
り
高
く
'
伊
勢
物
語
の
純
粋
な
愛
惜
の
世

界
に
か
な
り
の
関
心
を
示
し
て
い
る
?

ウ イ ア

感 .感 大
動 動 変
し L 感
な
か

っ
た一.

た 勤
し

.た

14 27 4 男

9 . 27 .7 女

計

23

段

21 54 ll

9 27 9 男

9 29 5 .女

計

24

w >

18 56 14

そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

㌶
段

-201-

男

女

汁

:
青
春
の
書
で
あ
り
'
愛
惜
の
書
で
あ
る
伊
勢
物
語
の
教
材
化
は
さ
ら
に
す
す

め
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

男

男

計



男

女

計

れ
る
。
男
子
に
多
く
'
今
後
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
生
徒

に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
も
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

肖
　
理
解
の
実
態

.
i
.
.
.
.
.
∴

v
5
u
s
-
ォ
:
;
s
!
&
f
*
i
.
u

^
f
f
l
^
P
i
W
W
-
S
f
l
^
捕

教
材
は
、
こ
の
時
点
の
生
徒
に
と
っ
て
は
か
な
り
む
ず
か
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
(
理
解
の
実
態
へ
車
習
上
の
困
難
点
参
照
)
し
か
し
,
筋
の
展
開
,
登
場

人
物
の
人
間
像
な
ど
d
内
容
の
お
も
し
ろ
さ
に
か
な
り
の
感
銘
度
を
得
て
い

」る。

l

生
徒
が
関
心
を
も
ヰ
っ
る
教
材
の
発
孤
が
古
典
学
習
指
導
の
第
7
の
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
を
泰
し
て
い
る
.

感
動
し
な
か
っ
た
毘
由
と
し
て
'
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

1
　
ス
ト
I
リ
I
が
平
凡
で
あ
告
あ
り
ふ
れ
た
物
語
で
よ
く
あ
る
パ
タ
ー

ン
へ
新
鮮
味
が
な
い
。

2
　
感
動
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ば
っ
と
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
.

3
　
こ
と
ば
が
理
解
し
か
ね
た
。
意
味
が
よ
-
わ
か
ら
な
い
。
話
が
よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
。

感
動
し
な
か
っ
た
理
由
か
ら
'
無
関
心
・
無
感
動
・
無
理
解
の
実
態
が
認
め
ら

だ
い
た
い
理
解
で
き
た
理
由
と
し
て
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

1
　
話
が
興
味
探
-
わ
か
り
や
す
か
っ
た
?
物
語
の
展
開
や
話
の
内
容
が
だ

い
た
い
理
解
で
き
た
。

だ
い
た
い
の
意
味
が
わ
か
っ
た
。
腰
答
歌
も
よ
-
わ
か
っ
た
。
男
女
の

気
持
や
愛
の
世
界
が
わ
か
っ
た
。

2
　
ま
じ
め
に
勉
鼓
し
た
。
ノ
ー
ト
を
き
ち
ん
と
整
理
し
'
課
題
帳
を
し
た
。

堕
<
*
a
*
i
j
サ
j
じ
.
.
-
¥
に
叫
.
'
蝣
!
-
-
蝣
>
"
5
;
;
i
v
r
U
;
'
;
.
7
^
'
<
"
n
↑
ん
、
S
.
.
‖
い
た
}
.
.
.
1
-
-
-
.

が
よ
-
わ
か
っ
た
。

3
　
プ
-
ソ
ト
を
も
ら
っ
て
よ
-
わ
か
っ
た
。
最
初
は
よ
く
わ
か
'
ち
な
か
っ

た
が
'
プ
リ
ソ
ト
を
も
ら
っ
て
1
意
味
も
話
の
内
容
も
と
て
も
よ
く
わ
か

M
9
k

内
容
な
ど
は
わ
か
っ
た
が
'
文
法
的
な
と
こ
ろ
や
細
か
い
と
こ
ろ
の
意
味
が

ゎ
か
ら
潔
か
っ
た
。
語
句
の
意
味
が
む
ず
か
し
か
っ
た
と
す
る
者
も
多
か
っ
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た
。
_

響
て
、
・
ぁ
ら
す
じ
の
蒜
は
で
き
た
も
の
の
・
文
法
・
葛
な
ど
表
罫

の
細
部
に
わ
空
て
の
理
解
は
不
十
分
で
あ
っ
た
と
言
え
る
9

口
`
、
-
i
-
ア
V
-
代
替
り
・
ソ
-
‡
'
!
・
.
 
'
サ
ー
'
'
柁
拭
・
7
?
'
-
誉
;
1
カ
,
-
-
u
w
i
w
.
;
,

代
語
に
い
い
か
え
る
カ
毒
て
る
よ
り
も
,
古
文
表
翌
正
し
-
還
し
,
豊

か
堤
わ
う
4
品
豊
る
-
が
古
典
学
習
の
た
い
せ
つ
な
指
導
と
な
っ
て

こ.よう。:.

日
.
山
川
O
v
,
-
!

.
効
用
あ
り
と
す
る
者
が
多
い
。
そ
の
雷
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

1
蕊
山
へ
Q
i
i
n
リ
.

、
0
父
の
…
K
-
K
l
・
蝣
U
I
v
j
,
ハ
'
>
>
:
・
'
・
'
.
'
i
i
¥
i
r
r
.

<
'
J
<
*
J
J
P
.
っ
た
,

∴
聖
人
の
人
を
挙
る
こ
と
は
雷
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
自

分
を
犠
牲
に
し
て
で
も
相
手
の
幸
せ
孟
壷
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

⑳
掌
の
露
婁
え
る
探
-
大
き
い
愛
を
よ
-
爵
す
る
こ
と
が
で
・
き

)
.
‥
た
。
-
-
蝣
.
.
.
.
,
.
,
蝣

由
'
-
i
:
'
w
:
^
十
は
ら
し
か
っ
た
・

⑳
今
も
昔
も
変
ら
な
い
永
遠
の
愛
が
わ
か
っ
た
。
1

2
　
作
品
へ
の
興
味
・
理
解
の
深
ま
り
.

㊦
い
い
物
語
だ
っ
た
。
い
い
物
語
を
知
っ
た
。

⑦
伊
勢
物
語
と
い
う
も
の
が
わ
か
っ
た
。
伊
勢
物
語
を
慧
で
よ
か
っ
た
。

⑳
伊
勢
物
語
の
内
容
を
少
し
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
・

㊤
話
が
と
て
も
よ
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
.
感
動
し
た
。

㊥
歌
が
よ
か
っ
た
。
き
れ
い
だ
っ
た
。
歌
の
効
果
が
よ
か
っ
た
.

⑳
平
安
中
期
の
愛
の
あ
り
方
が
わ
か
っ
た
。

3
　
古
典
功
世
界
へ
の
理
解
の
深
ま
り

㊦
昔
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
・
昔
の
風
習
や
そ
の
時
の
農
が
わ
か
っ
た
。
考

え
方
も
わ
か
っ
た
。

⑦
昔
の
人
の
心
の
優
し
さ
・
感
情
の
豊
か
さ
が
わ
か
っ
た
。

⑳
昔
の
こ
と
ば
を
知
っ
た
O

4
　
古
文
学
習
の
深
ま
り

㊦
古
文
に
な
れ
た
。

⑦
文
法
的
な
こ
と
が
だ
い
ぶ
理
解
で
き
た
。

⑳
古
文
の
訳
し
方
な
ど
が
わ
か
っ
て
き
た
。

作
品
葺
の
三
の
実
態
を
示
し
て
い
る
。
鑑
賞
の
実
態
は
は
ば
広
く
か

な
り
深
い
鑑
賞
を
示
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
・
浅
い
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
も
の
を
の
る
。
概
し
て
,
男
子
の
鑑
賞
が
あ
ら
く
・
女
子
の
読
み
が
深
く
鋭

r
s
ォ
'
i
。
　
ノ

ー
>'

生
竺
人
ひ
と
り
の
個
性
的
な
読
み
を
ど
の
よ
う
に
深
め
て
い
-
か
が
た
い

せ
つ
な
課
題
で
あ
る
。
作
品
の
内
容
霊
視
し
て
・
古
誉
文
学
作
品
と
し
て

203



鑑
賞
さ
せ
る
h
)
と
も
た
い
せ
つ
で
あ
る
。

効
用
な
し
と
す
る
理
洩
か
ら
は
無
理
解
(
理
解
で
き
な
い
)
、
無
気
力
(
意

味
を
認
め
な
い
)
(
無
関
心
(
興
味
が
も
て
な
い
)
の
生
徒
も
か
な
り
見
受
け

ら
れ
る
。
.
.

的
登
場
人
物
に
つ
い
て
の
受
容
の
実
態

2
3
段
の
女
性
像
に
つ
い
て
は
へ
献
身
的
な
無
償
の
愛
に
感
動
'
共
鳴
し
'
自

分
の
不
幸
よ
り
も
夫
の
安
否
を
案
ず
る
'
や
さ
し
く
て
し
ん
の
強
い
へ
ひ
た
む

き
な
女
性
を
す
ば
ら
し
い
'
り
っ
ば
だ
と
賛
美
す
る
感
想
が
圧
倒
的
に
多
か
っ

m
m

受
け
身
的
で
も
っ
と
自
主
性
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
意
見

I
?
&
蝣
'

蝣
蝣
-
i
八
朔
{
拙
~
i
l
蝣
K
U
-
.
'
2
㍍
i
/
I
T
j
は
少
な
か
っ
た
。

1
.
乃
段
の
男
性
像
に
つ
か
て
は
,
幼
な
じ
み
の
強
い
愛
で
結
ば
れ
な
が
ら
新
し

Jい
通
い
所
を
作
り
た
こ
,
N
に
対
し
て
'
身
勝
手
だ
'
薄
情
だ
'
無
責
任
す
ぎ
る
'

い
い
加
減
だ
'
け
し
か
ら
ん
'
腹
が
立
つ
な
ど
、
き
び
し
い
意
見
が
多
か
っ
た
。

1
夫
多
妻
と
い
う
社
会
で
経
済
的
な
破
綻
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
か
ら
や
む
を

得
な
い
'
根
は
い
い
入
官
と
す
る
好
意
的
な
意
見
も
み
ら
れ
た
。

.
別
段
の
男
性
像
に
つ
打
て
は
'
妻
の
し
あ
わ
せ
を
寧
っ
男
の
広
く
大
き
い
愛

情
に
共
感
し
'
か
わ
い
そ
う
だ
と
同
情
す
る
感
想
が
多
か
っ
た
。

な
ぜ
早
く
帰
ら
な
か
つ
l
た
の
か
'
妻
が
ひ
き
と
め
る
の
に
な
ぜ
立
ち
去
っ
た

の
か
七
す
る
疑
問
的
な
感
想
も
あ
.
つ
た
。

2
4
段
の
.
女
性
像
に
つ
い
て
は
'
三
年
間
待
ち
っ
づ
け
て
'
最
後
に
死
ん
で
い

-
女
性
に
か
わ
い
そ
う
だ
'
あ
わ
れ
だ
と
同
情
す
る
感
想
が
か
な
り
あ
っ
た
。

境
を
眉
頼
し
て
待
つ
べ
き
で
あ
っ
.
た
、
元
ぬ
ペ
せ
で
は
な
か
,
っ
た
と
す
る
石

定
的
・
批
判
的
な
意
見
も
多
か
っ
た
。

I
.
登
場
人
物
の
生
き
方
に
は
か
な
り
の
関
心
を
不
し
て
い
る
↓
人
物
像
に
つ
い

て
の
指
導
を
お
し
す
す
め
て
い
く
こ
と
は
、
.
古
典
学
習
で
た
い
せ
つ
な
課
題
で

現
E
f
f
i
S
i

的
　
感
想
の
実
態
I

・
感
想
は
、
次
の
四
つ
に
大
別
で
き
る
q

①
　
す
じ
の
展
開
、
事
件
'
結
末
に
つ
い
て
の
感
想

⑧
　
登
場
人
物
に
つ
い
て
の
感
想

⑨
　
愛
に
つ
い
て
の
感
想

④
　
そ
の
他
~

そ
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

2
3
段

①
　
バ
ー
ッ
ピ
ー
エ
ソ
ド
で
お
わ
っ
て

よ
か
っ
た
。
ホ
ツ
と
し
た

◎
　
妻
の
夫
へ
の
深
い
愛
へ
無
償
の

愛
情
へ
の
感
動

夫
の
安
否
を
気
づ
か
う
妻
の
生

き
方
へ
の
感
動

新
し
い
通
い
所
を
つ
-
つ
た
こ

と

へ

G

&

3

◎
　
愛
の
美
し
さ
'
は
か
な
さ

別
段

①
　
悲
劇
的
な
最
後
が
感
動
的
、
じ

ー
ん
と
き
七
。
美
し
か
っ
た
。
か

わ
い
そ
う
だ
っ
た
。

◎
　
夫
の
妻
へ
の
広
-
て
深
い
愛
へ

n

'

・

"

-

 

'

-

=

"

:

音
信
不
通
で
あ
っ
た
J
J
と
、
立

ち
去
っ
た
U
A
J
へ
の
批
判
'
死
ん

だ
こ
i
)
へ
の
疑
問

⑨
　
愛
の
か
な
し
さ
'
悲
劇
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(
ま
と
め
の
感
想
〉
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

①
　
お
段
と
別
段
を
比
致
し
な
が
ら
、
多
く
の
生
徒
は
伊
勢
物
語
の
愛
情
の

他
界
に
共
鳴
し
て
い
る
。



⑧
.
現
代
と
比
較
も
な
が
ら
'
自
分
の
こ
と
よ
り
愛
す
る
人
の
幸
せ
を
軍
っ

昔
の
人
の
純
粋
な
変
の
あ
り
方
に
'
現
代
と
違
う
と
し
た
り
'
同
じ
だ
と

し
た
り
し
て
い
る
。

∵
⑧
愛
す
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
痛
感
し
'
愛
に
つ
い
て
の
認
識
を
広
げ
、

深
め
て
い
受

r
-
-
.
s
v
-
.
c
r
に
お
!
:
v
^
Q
;
火
に
で
・
i
-
J
I
.
?
だ
け
鮎
れ
さ
せ
'
:
-
T
-
"
v
生
o
u
に
つ

い
て
の
認
識
を
豊
か
.
に
す
る
こ
と
は
、
古
典
学
習
の
た
い
せ
つ
な
課
題
で
あ

る
。

古
典
の
鑑
賃
指
導
を
ど
の
よ
う
に
潜
し
す
す
め
て
い
-
わ
は
、
古
典
学
習
指

導
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
'
作
品
鑑
賞
の
手
引
き
と
な
る
眉
校
生
の
た
め
の
古

典
<
-
-
山
;
*
:
=
蝣
-
.
-
>
‥
M
'
-
M
-
}
!
(
I
)

四
、
今
後
の
陳
題

前
記
の
授
業
の
反
省
と
六
つ
の
古
典
学
習
の
大
き
な
課
題
を
ふ
ま
え
て
'
私

自
身
の
今
後
の
課
題
と
し
て
'
次
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

H
口
語
訳
・
現
代
語
訳
を
活
用
す
る
。

由
注
作
業
に
つ
い
て
こ
れ
な
い
生
徒
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
候
向
に
あ
る
現
在
'

詳
し
い
傍
注
プ
リ
ン
ト
か
口
語
訳
プ
リ
ン
J
・
を
用
意
し
て
、
言
語
的
抵
抗
を
で

き
る
だ
け
と
り
の
ぞ
く
必
要
が
あ
る
。
内
容
へ
の
関
心
曇
向
め
、
古
典
を
文
学

l作
品
と
も
て
鑑
賞
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

臼
古
文
表
現
の
微
妙
さ
を
味
わ
わ
せ
る
。

口
語
訳
・
現
代
語
訳
で
は
味
わ
え
な
い
古
文
表
環
を
正
し
く
豊
か
に
理
解
さ

せ
る
こ
と
は
、
ハ
上
不
7
1
人
の
こ
し
J
1
-
M
^
C
'
3
圭
‥
.
"
蝣
・
蝣
-
I
i
i
Q
-
M
^
Q
'
-
'
…

い
&
&
・
-
:
ォ
・
い
Z
i
f
;
苧
蝣
t
o
o
に
・
.
、
∴
う
し
、
'
-
'
Z
'

,
-
1
し
て
い
ユ
O
K
C

臼
問
題
解
決
法
を
導
入
す
る
。

読
解
の
三
段
階
法
に
基
く
設
問
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し
て
、
生
徒
に
主
体
的
に

考
!
<
?
t
o
こ
と
を
さ
せ
た
い
。

拘
比
較
読
み
を
実
施
す
る
。

E
l
R
と
出
段
,
U
H
Z
Y
-
1
'
S
は
-
.
'
;
ォ
り
小
慰
霊
た
ま
に
u
r

T
v
、
;
;
:
o
'
蝣
:
-

後
も
こ
の
方
法
を
お
し
す
す
め
て
い
き
た
い
。
例
え
ば
・

の
　
同
じ
教
材
の
中
で
の
比
較
読
み

0
お
段
、
大
和
の
女
と
河
内
の
女
と
の
比
較
読
み

の
　
同
じ
作
品
の
化
の
部
分
と
の
比
較
読
み

O
S
3
段
と
別
段
と
の
比
較
読
み
(
今
回
の
試
み
)

肋
　
他
の
作
品
と
の
比
較
読
み

・
>
a
段
と
大
和
物
語
1
四
九
段
'
古
今
集
巻
十
八
(
*
H
九
九
臥
・

(
よ
み
人
知
ら
ず
)
と
の
比
較
読
み

=
>
s
段
と
雨
月
物
語
〟
浅
茅
ガ
宿
″
ま
た
は
今
昔
物
語
〝
芦
刈
″

3
　
;
v
代
∵
'
^
・
'
J
O
^
'
l
一
(
.
・

O
r
l
持
r
.
¥
Z
(
幼
ハ
汁
し
一
・
'
0
‥
‥
.
-
-
'
・
v
=
J
-
蝣
蝣
>
ソ
た
　
　
書
　
"
"
'
・
i
-
-
O

v
.
 
-
x
な
ど
-
V
Q
M
Z
i
'
-
K
'

段
第
二
段
'
(
無
償
の
愛
情
)
と
〝
虞
美
人
草
〃

0
2
4
段
と
テ
一
t
ス
ソ
〝
イ
ノ
ッ
ク
ア
-
デ
ソ
″
ま
た
は
デ
ュ
マ
I
〝
椿

姫
″
'
中
河
与
一
〝
天
の
夕
顔
〃
、
掘
辰
雄
〝
畷
野
〃
.

的
　
創
作
法
な
ど
を
試
み
る

想
像
を
ふ
-
ら
ま
せ
て
'
創
作
化
さ
せ
て
み
る
こ
と
も
'
読
む
こ
と
と
書
く

こ
と
の
総
合
化
の
1
つ
と
の
方
法
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
例
え
ば
、

S
　
自
分
の
解
釈
を
つ
け
加
え
て
友
人
に
語
る
形
に
す
る
。
(
物
語
化
)
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i
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'

∵

　

)

の
　
i
f
^
t
-
S
-
r
^
.
^
.
!
-
ユ
;
・
・

・
.
∵
感
想
メ
モ
の
掩
成
を
継
続
し
,
活
用
し
た
い
.
折
に
ふ
れ
て
ハ
で
き
る
だ
け

多
く
へ
前
記
の
よ
う
な
短
作
文
用
紙
に
記
入
さ
せ
て
.
二
q
・
問
終
了
後
に
は
綴

じ
て
何
人
文
集
と
し
た
い
。
・
作
品
も
で
-
だ
け
コ
ピ
I
し
て
,
生
徒
に
配
布

心
へ
ク
ラ
メ
文
集
に
し
た
い
。
嘉
後
の
感
想
だ
け
で
な
く
次
の
よ
う
な
も

の
も
考
え
た
い
。

〟
ま
せ
め
・
の
感
想
を
兼
ね
て
「
愛
に
つ
い
て
(
わ
た
し
の
軍
っ
愛
,
愛
と
は

何
か
'
昔
9
愛
と
今
の
愛
な
ど
)
」
短
作
文
を
作
成
せ
よ
。
一

日
　
　
>
・
;
:
:
…
_
/
!
T
"
V

国
語
学
習
は
読
み
篇
ま
っ
て
読
み
に
管
と
言
わ
れ
る
・
読
め
な
い
字
を

な
く
す
る
た
め
の
音
軍
内
容
の
読
み
を
深
め
る
た
め
の
音
響
ま
と
め
の
朗

読
な
ど
'
読
み
の
目
的
を
明
確
に
し
な
か
ら
,
嘉
の
機
会
を
で
き
る
だ
け
ふ

1

や
幸
い
差
い
。
曝
雫
登
場
人
物
に
分
け
た
せ
り
ふ
読
み
,
群
説
な
ど
音

読
の
く
ふ
う
を
L
t
覚
え
る
-
ら
い
1
り
か
え
し
て
読
ま
せ
た
い
。
今
の
高
校

生
は
音
誓
好
ま
な
い
-
ォ
持
よ
-
古
文
が
朗
読
で
き
る
こ
と
,
古
文
を
朗
読

す
る
楽
し
孟
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
、
古
典
へ
の
愛
情
毒
て
る
第
7
歩

で
あ
ろ
う
。
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導
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古
典
の

す
ば
ら
し
さ

よ
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が
感
得
で
き
る
教
材

A材
の
検
討
・
選
定

教
材
研
究
-
作
品
分
析

指
導
法
の
く
ふ
う

生
徒
が
関
心
を
も
ち
う
る
教
材

人
生
へ
の
知
恵
を
ま
す
教
材

或
代
を
考
え
る
に
た
る
教
材
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読
解
の
三
段
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法
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の
世
界
へ
の
あ
こ
が
れ
・
・
愛
着
を
育
て
る

昔
の
人
の
も
の
.
の
考
え
方
l
孟
じ
方
・
生
き
方
を
知
る

現
代
を
考
え
る
眼
を
広
げ
'
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の
思
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の
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れ
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し
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及
び
昭
和
5

8
年
度
解
釈
学
会
全
国
大
会
研
究
協
議
(
昭
5

サ
ー
s
於
広
島
大
学
教
育
学
部
)
で
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
紙
面
の
都
合
で
'
.
具
体
的
な
受
容
の
実
態
に
つ
い
て
は
,
大
幅
に
部
愛

し
た
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三
へ
拙
著
「
高
校
古
典
教
育
の
探
究
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(
浜
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準
昭
S
v
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-
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一
先
生
の
読
解
の
三
段
階
法
を
ふ
ま
え
て
'
創
作
法
・
比
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な
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試
み
た
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